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●工事状況 定点写真

●壁の向こうは・・・？（工事紹介）

7月に入り、240tタワークレーンが完成しました。
仮囲いの外から皆さんが見た際に、親しみやすいよ
うに名付けて『直⻁号』です。
9月末には350tタワークレーンが完成します。
350tの名前は何と名付けましょう？お楽しみに。

マットスラブの2/3が完成し、地下ピットの工事が
最盛期に入っています。梅雨の時期で進捗が難しい
ところではありましたが、順調に進んでおります。
9月の免震装置据え付けに向けて、品質・工程・安
全・環境に配慮し工事を進めて参ります。

●コラム《こども絵画展》

工事かわら版を毎月発行します。次回は8月下旬です。
発行：清水・須山・中村組特定建設工事共同企業体
工事のお問い合わせはこちらまで TEL:053-488-5602

直⻁号も加わり、資材搬入が迅速かつ効率的に
進むようになりました。しかし、私たちの現場の
上空には高圧電線が走っており、揚重作業には特
に注意が必要です。

高圧電線にタワークレーンが接触するともちろ
ん感電しますが、接触せずとも近接しすぎた場合
には、高圧電線⇒空気⇒タワークレーン⇒地面へ
と伝わり、感電が起こり得ます。この原理は雷と
同じです。当作業所では、タワークレーンの動作
に制限をかけ、安全に資材揚重を行えるよう管理
しています。

タワークレーンと高圧電線

仮囲いの絵画展

●工程

今回は仮囲いに新設した絵画展コーナーを紹介します。
医療センターで入院されている児童のみなさんが描いてくれた絵

を、仮囲いに展示し、「医療センターこども絵画展」コーナーを設
けました。アンパンマン、イルカ、トラなど、思い思いに描かれた
絵が、現場にも歩行者の方々にも元気をくれます。仮囲いで隔たれ
ていながらも、このような現場内外の繋がりがあるというのは素敵
なことですね。

今後も描いていただいた絵を随時掲示していきます。立ち寄った
際にはぜひご鑑賞ください。ご安全に。


